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［投句用紙］
裏面の所定の用紙（コピー可）を使用してください。
投句用紙は、ＮＨＫ学園のホームページからもプリントアウトできます。
応募は1人1組に限ります。どなたでも応募できます。

［投句作品］
新作15句を1組とし、募集します。
テーマは自由です。表題（タイトル）をつけてください。

［投句締切］
令和元年9月30日（月）消印有効

［投句料］
1組 15句　5,000円（1人1組に限る）

［送金方法］
自由題・題詠の部と同様に、郵便為替（定額小為替、普通為替を郵便局で購
入）、現金書留、郵便払込のいずれかをご利用ください（切手の代用は不可）。
口座番号：００１９０ ー ５ ー ３３６８６９
加入者名：ＮＨＫ学園　俳句大会事務局

［選考］
15句を1組として一次選考、最終選考を行い、入選作品および選者賞・龍
太賞を決定します。
入選が内定した作者および受賞が内定した作者には、12月上旬に文書でお
知らせします。

［賞］
◆龍太賞…………選者の合議による最終選考を経て、1組（15句）を決定。
◆選者賞…………各選者1組を決定。
　龍太賞は、ＮＨＫ全国俳句大会（ＮＨＫホール）ステージで発表します。

［発表］
入選作品と作者名は、大会当日（令和2年１月26日）発行の「ＮＨＫ全
国俳句大会龍太賞入選作品集」で発表します。なお、投句者には作品集を 
1冊お渡しいたします。
龍太賞、選者賞、入選作品をＮＨＫ学園ホームページに掲載します。

［投句先］
ＮＨＫ全国俳句大会事務局

―36―2　ＮＨＫ学園内

選者

飯田龍太（いいだ りゅうた）

情と気品ある声調で自然や人間を詠いあげた作品を多く発表す
る一方、郷土山梨での文芸活動に携わり、山梨県立文学館の創
設、山梨日日新聞の文芸欄の選者などを務め、俳句の普及に貢

して多くの俳句愛好家の指導にあたり、俳句の裾野を広げるこ

飯田秀實）

プロフィール

 
インターネット・結社誌・同人誌等へ投句や、ホームページ・ブログ等に掲載）は、固
くお断りします。

前回のステージから

前回の入選作品集

稲畑 汀子
公益社団法人

日本伝統俳句協会会長
「ホトトギス」名誉主宰

大串 章
公益社団法人
俳人協会会長
「百鳥」主宰

宇多喜代子
現代俳句協会特別顧問
「草樹」会員代表

鷹羽 狩行
公益社団法人

俳人協会名誉会長
「香雨」名誉主宰
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国
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句
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会

◉会場
ＮＨＫホール
（東京・渋谷）

◉開催日時
令和2年1月26日（日）
午後1時～午後4時

《主催》 ＮＨＫ・ＮＨＫ学園
《後援》 文化庁／東京都／公益社団法人俳人協会／現代俳句協会
 公益社団法人日本伝統俳句協会／国際俳句交流協会
《協力》 ＮＨＫエデュケーショナル／ＮＨＫ出版
《協賛》 伊藤園
※大会当日の模様は収録し、編集の上その一部を後日放送する予定です。

会場参加されない方のご投句もお待ちしています
作品募集中
令和最初の全国大会

令和元年

9／30
（月）

投句締切

©ＮＨＫ・TYO

◉自由題・題詠

井上　弘美
宇多喜代子
片山由美子
神野　紗希
小島　　健
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◉龍太賞

稲畑　汀子
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知らせします。

［賞］
◆龍太賞…………選者の合議による最終選考を経て、1組（15句）を決定。
◆選者賞…………各選者1組を決定。
　龍太賞は、ＮＨＫ全国俳句大会（ＮＨＫホール）ステージで発表します。

［発表］
入選作品と作者名は、大会当日（令和2年１月26日）発行の「ＮＨＫ全
国俳句大会龍太賞入選作品集」で発表します。なお、投句者には作品集を 
1冊お渡しいたします。
龍太賞、選者賞、入選作品をＮＨＫ学園ホームページに掲載します。

［投句先］
ＮＨＫ全国俳句大会事務局

―36―2　ＮＨＫ学園内

選者

飯田龍太（いいだ りゅうた）

情と気品ある声調で自然や人間を詠いあげた作品を多く発表す
る一方、郷土山梨での文芸活動に携わり、山梨県立文学館の創
設、山梨日日新聞の文芸欄の選者などを務め、俳句の普及に貢

して多くの俳句愛好家の指導にあたり、俳句の裾野を広げるこ

飯田秀實）

プロフィール

 
インターネット・結社誌・同人誌等へ投句や、ホームページ・ブログ等に掲載）は、固
くお断りします。

前回のステージから

前回の入選作品集

稲畑 汀子
公益社団法人

日本伝統俳句協会会長
「ホトトギス」名誉主宰

大串 章
公益社団法人
俳人協会会長
「百鳥」主宰

宇多喜代子
現代俳句協会特別顧問
「草樹」会員代表

鷹羽 狩行
公益社団法人

俳人協会名誉会長
「香雨」名誉主宰

全
国
俳
句
大
会

◉会場
ＮＨＫホール
（東京・渋谷）

◉開催日時
令和2年1月26日（日）
午後1時～午後4時

《主催》 ＮＨＫ・ＮＨＫ学園
《後援》 文化庁／東京都／公益社団法人俳人協会／現代俳句協会
 公益社団法人日本伝統俳句協会／国際俳句交流協会
《協力》 ＮＨＫエデュケーショナル／ＮＨＫ出版
《協賛》 伊藤園
※大会当日の模様は収録し、編集の上その一部を後日放送する予定です。

会場参加されない方のご投句もお待ちしています
作品募集中
令和最初の全国大会

令和元年

9／30
（月）

投句締切

©ＮＨＫ・TYO

◉自由題・題詠

井上　弘美
宇多喜代子
片山由美子
神野　紗希
小島　　健
高野ムツオ
髙柳　克弘
夏井いつき
西村　和子
坊城　俊樹
正木ゆう子
三村　純也
宮坂　静生

◉龍太賞

稲畑　汀子
宇多喜代子
大串　　章
鷹羽　狩行

◉ジュニア

阪西　敦子
堀本　裕樹

選者（五十音順）

第
21
回



一句とともにご紹介いたします。（敬称略・五十音順）

は
つ
は
る
や
土
偶
に
熱
き
噴
火
口

昭
和
十
二
年
長
野
県
生
れ

「
岳
」
主
宰

宮
坂
　
静
生
（
み
や
さ
か　

し
ず
お
）

た
け

第 21回 全国俳句大会選者

母
の
死
の
と
と
の
つ
て
ゆ
く
夜
の
雪

昭
和
二
十
八
年
京
都
府
生
れ

「
汀
」
主
宰
、｢

泉｣

同
人

井
上
　
弘
美
（
い
の
う
え　

ひ
ろ
み
）

み
ぎ
わ

い
ず
み

あ
お　
い

妻
に
聞
く
娘
の
は
な
し
吊
忍

昭
和
二
十
一
年
新
潟
県
生
れ

「
河
」
同
人

小
島
　
　
健
（
こ
じ
ま　

け
ん
）

か
わ

か
ち
ょ
う

昭
和
二
十
二
年
宮
城
県
生
れ

「
小
熊
座
」
主
宰

こ　
ぐ
ま　
ざ

あ
れ
は
稲
の
匂
い
だ
つ
た
か
母
の
胸

高
野
　
ム
ツ
オ
（
た
か
の　

む
つ
お
）

狼
の
夢
の
中
に
も
星
溢
れ

昭
和
三
十
二
年
東
京
都
生
れ

「
花
鳥
」
主
宰

坊
城
　
俊
樹
（
ぼ
う
じ
ょ
う　

と
し
き
）

現
代
俳
句
協
会
青
年
部
長

水
脈
も
葉
脈
も
春
て
の
ひ
ら
も

昭
和
五
十
八
年
愛
媛
県
生
れ

神
野
　
紗
希
（
こ
う
の　

さ
き
）

「
知
音
」
代
表

ち
い
ん

堂
々
の
名
乗
り
を
待
た
む
初
句
会

昭
和
二
十
三
年
神
奈
川
県
生
れ

西
村
　
和
子
（
に
し
む
ら　

か
ず
こ
）

「
山
茶
花
」
主
宰

さ
ざ
ん
か

大
仏
に
見
降
ろ
さ
れ
ゐ
る
淑
気
か
な

昭
和
二
十
八
年
大
阪
府
生
れ

三
村
　
純
也
（
み
む
ら　

じ
ゅ
ん
や
）

「
鷹
」
編
集
長

た
か

子
に
ほ
ほ
ゑ
む
母
に
す
べ
て
は
涼
し
き
無

昭
和
五
十
五
年
静
岡
県
生
れ

髙
柳
　
克
弘
（
た
か
や
な
ぎ　

か
つ
ひ
ろ
）

「
香
雨
」
主
宰

こ
う
う

開
か
る
る
こ
と
待
つ
扉
大
旦

昭
和
二
十
七
年
千
葉
県
生
れ

片
山
　
由
美
子
（
か
た
や
ま　

ゆ
み
こ
）

「
草
樹
」
会
員
代
表

そ
う
じ
ゅ

種
を
蒔
く
土
に
芽
の
出
る
こ
の
世
か
な

昭
和
十
年
山
口
県
生
れ

宇
多
　
喜
代
子
（
う
だ　

き
よ
こ
）

水
は
球
体
そ
ら
も
球
体
春
も
ま
た

昭
和
三
十
二
年
愛
媛
県
生
れ

「
い
つ
き
組
」組
長
、「
藍
生
」会
員

夏
井
　
い
つ
き
（
な
つ
い　

い
つ
き
）

し　

び

ほ
つ
れ
と
も
網
と
も
か
ら
す
う
り
の
花

昭
和
二
十
七
年
熊
本
県
生
れ

「
紫
薇
」
同
人

正
木
　
ゆ
う
子
（
ま
さ
き　

ゆ
う
こ
）

    

　
　
　
　

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」「
円
虹
」

自
由
題
・
題
詠
の
部

昭
和
六
年
神
奈
川
県
生
れ

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
名
誉
主
宰

稲
畑
　
汀
子
（
い
な
は
た　

て
い
こ
）

「
草
樹
」
会
員
代
表

昭
和
十
年
山
口
県
生
れ

宇
多
　
喜
代
子
（
う
だ　

き
よ
こ
）

そ
う
じ
ゅ

鷹
羽
　
狩
行
（
た
か
は　

し
ゅ
ぎ
ょ
う
）

昭
和
五
年
山
形
県
生
れ

「
香
雨
」
名
誉
主
宰

大
串
　
章
（
お
お
ぐ
し　

あ
き
ら
）

昭
和
十
二
年
佐
賀
県
生
れ

「
百
鳥
」
主
宰

も
も
と
り

 
 
 
 

昭
和
五
十
二
年
神
奈
川
県
生
れ

阪
西
　
敦
子
（
さ
か
に
し 

あ
つ
こ
）

そ
う
か
い

「
蒼
海
」
主
宰

   

昭
和
四
十
九
年
和
歌
山
県
生
れ

堀
本
　
裕
樹
（
ほ
り
も
と　

ゆ
う
き
）

夏
蝶
の
口
く
く
く
く
と
蜜
に
震
ふ

焼
藷
の
大
き
な
皮
を
は
づ
し
け
り

ジュニアの部

龍太賞の部

え
ん
こ
う

こ
う  

う

龍
太
賞

作
新
―
―

五
十

句

集
募
（

）文
い
高
る
見
に
れ
ま
も
で
上
史
壇
俳
、
は
太
龍
田
飯
人
俳

。
た
し
ま
き
て
し
了
魅
を
心
の
人
本
日
で
柄
句
な
冽
清
と
業

」
る
あ
で
芸
文
の
民
庶
、
芸
文
の
着
段
普
は
句
俳
「、
た
ま

広
を
野
裾
の
句
俳
、
り
た
あ
に
導
指
と
及
普
の
そ
、
て
し
と

。
た
し
ま
し
力
尽
、
く
べ
る
げ

ん
し
親
に
句
俳
に
方
の
く
多
り
よ
、
え
称
を
績
功
の
太
龍

」
賞
太
龍
田
飯
「
り
よ
度
年
六
十
二
成
平、
め
た
く
だ
た
い
で

。
た
し
ま
し
た
い
始
開
を
集
募
の

、
め
改
と
」
賞
太
龍
「
を
名
賞
り
よ
回
今
る
な
と
目
回
六

顕
を
品
作
た
れ
優
く
広
幅
、
ず
わ
問
を
歴
句
、
別
性
、
齢
年

。
す
ま
し
彰

。
す
ま
げ
上
し
申
ち
待
お
り
よ
心
を
募
応
ご
の
ま
さ
な
み

［投句用紙］
裏面の所定の用紙（コピー可）を使用してください。
投句用紙は、ＮＨＫ学園のホームページからもプリントアウトできます。
応募は1人1組に限ります。どなたでも応募できます。

［投句作品］
新作15句を1組とし、募集します。
テーマは自由です。表題（タイトル）をつけてください。

［投句締切］
令和元年9月30日（月）消印有効

［投句料］
1組 15句　5,000円（1人1組に限る）

［送金方法］
自由題・題詠の部と同様に、郵便為替（定額小為替、普通為替を郵便局で購
入）、現金書留、郵便払込のいずれかをご利用ください（切手の代用は不可）。
口座番号：００１９０ ー ５ ー ３３６８６９
加入者名：ＮＨＫ学園　俳句大会事務局

［選考］
15句を1組として一次選考、最終選考を行い、入選作品および選者賞・龍
太賞を決定します。
入選が内定した作者および受賞が内定した作者には、12月上旬に文書でお
知らせします。

［賞］
◆龍太賞…………選者の合議による最終選考を経て、1組（15句）を決定。
◆選者賞…………各選者1組を決定。
　龍太賞は、ＮＨＫ全国俳句大会（ＮＨＫホール）ステージで発表します。

［発表］
入選作品と作者名は、大会当日（令和2年１月26日）発行の「ＮＨＫ全
国俳句大会龍太賞入選作品集」で発表します。なお、投句者には作品集を 
1冊お渡しいたします。
龍太賞、選者賞、入選作品をＮＨＫ学園ホームページに掲載します。

［投句先］
ＮＨＫ全国俳句大会事務局

―36―2　ＮＨＫ学園内

選者

飯田龍太（いいだ りゅうた）

情と気品ある声調で自然や人間を詠いあげた作品を多く発表す
る一方、郷土山梨での文芸活動に携わり、山梨県立文学館の創
設、山梨日日新聞の文芸欄の選者などを務め、俳句の普及に貢

して多くの俳句愛好家の指導にあたり、俳句の裾野を広げるこ

飯田秀實）

プロフィール

 
インターネット・結社誌・同人誌等へ投句や、ホームページ・ブログ等に掲載）は、固
くお断りします。

前回のステージから

前回の入選作品集

稲畑 汀子
公益社団法人

日本伝統俳句協会会長
「ホトトギス」名誉主宰

大串 章
公益社団法人
俳人協会会長
「百鳥」主宰

宇多喜代子
現代俳句協会特別顧問
「草樹」会員代表

鷹羽 狩行
公益社団法人

俳人協会名誉会長
「香雨」名誉主宰

全
国
俳
句
大
会

◉会場
ＮＨＫホール
（東京・渋谷）

◉開催日時
令和2年1月26日（日）
午後1時～午後4時

《主催》 ＮＨＫ・ＮＨＫ学園
《後援》 文化庁／東京都／公益社団法人俳人協会／現代俳句協会
 公益社団法人日本伝統俳句協会／国際俳句交流協会
《協力》 ＮＨＫエデュケーショナル／ＮＨＫ出版
《協賛》 伊藤園
※大会当日の模様は収録し、編集の上その一部を後日放送する予定です。

会場参加されない方のご投句もお待ちしています
作品募集中
令和最初の全国大会

令和元年

9／30
（月）

投句締切

©ＮＨＫ・TYO

◉自由題・題詠

井上　弘美
宇多喜代子
片山由美子
神野　紗希
小島　　健
高野ムツオ
髙柳　克弘
夏井いつき
西村　和子
坊城　俊樹
正木ゆう子
三村　純也
宮坂　静生

◉龍太賞

稲畑　汀子
宇多喜代子
大串　　章
鷹羽　狩行

◉ジュニア

阪西　敦子
堀本　裕樹

選者（五十音順）

第
21
回



送
っ
て
い
た
だ
く
も
の 

①
投
句
用
紙（
折
っ
て
も
可
）

②
投
句
料（
郵
便
払
込
の
場
合
は
振
替
払
込
受
付
証
明
書

ま
た
は
そ
の
写
し
を
下
の「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
る
）

お
問
い
合
わ
せ
先
・
投
句
先

〒
1
8
6

－

8
0
0
1

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
2

－

3
6

－

2

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
」事
務
局

☎
0
4
2

－

5
7
2

－

3
1
5
1
㈹

（
平
日
9
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時
30
分
）

▼
誤
字
・
脱
字
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▼
投
句
後
の
作
品
の
訂
正
や
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
作
品
の
控
え
を
お
手
元
に
残
し
て
く
だ
さ
い
。

ここから切り離し郵送

〒186-8001
東京都国立市富士見台2-36-2

ＮＨＫ全国俳句大会事務局　御中
　　　　　　　　　　　　　　　投句在中

ご
投
函
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご投句には、上の点線を切り、
宛先として貼ると便利です。

自
由
題
２

自
由
題
１

（
希
望
者
の
み
）

題　
「
大
」

「
大
」の
漢
字
を

必
ず
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※

題
詠
の
み
の
投
句
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

３句 3,200円
２句 2,200円

のりしろ
投句料を郵便払込された方は

振替払込受付証明書（お客さま用）

●
投
句
料

　

自
由
題
二
句
の
場
合　

二
、二
〇
〇
円

　

自
由
題
二
句
と
題
詠
一
句
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、二
〇
〇
円

●
投
句
料
の
お
支
払
い
方
法
に

　

○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

・
現
金
書
留

　

・
定
額
小
為
替　

・
普
通
為
替

　

・
郵
便
払
込
（　

  

月　

  

日
に
払
込
）

NHK学園ホームページ https://www.n-gaku.jp/life  ※ホームページからの投句はできません。

◆
入
場
は
無
料
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
入
場
券
が
必
要
で
す
。
入
場
券
一
枚
に
つ
き
、
二
名

様
ま
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
次
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●　

投
句
す
る
方

　
　

投
句
用
紙
の
「
参
加
す
る
」
欄
を
必
ず
○
印
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　

作
品
集
引
換
を
兼
ね
た
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
を
郵
送
し
ま
す
。
投
句
組
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
入
場
券

　
　

は
お
一
人
に
つ
き
一
枚
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　
　

※
○
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は
、「
参
加
し
な
い
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●　

投
句
し
な
い
方

　
　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、「
俳
句
大
会
の
観
覧
希
望
」
と
明
記
し
、
返
信
宛
名
欄
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
名

　

前
を
ご
記
入
の
上
、
左
記
の
「
N
H
K
全
国
俳
句
大
会
」
事
務
局
宛
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

大
会
入
場
申
込
方
法

申
込
は
、12
月
13
日（
金
）必
着
。入
場
券
は
、1
月
上
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

投
句
要
領

―

自
由
題
・
題
詠
の
部―

送
金
方
法

◆
郵
便
為
替（
定
額
小
為
替
、
普
通
為
替
を
郵
便
局
で
購
入
）、
現
金
書
留
、
郵
便
払
込
の

い
ず
れ
か
を
ご
利
用
く
だ
さ
い（
切
手
の
代
用
は
不
可
）。

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合 

※
払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
句
料
を
ご
記
入
の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。

振
替
払
込
受
付
証
明
書
を
投
句
用
紙
の「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付
け
て
、ご
応
募
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
座
番
号
：
０
０
１
９
０ 

－ 

５ 

－ 

３
３
６
８
６
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
入
者
名
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　
俳
句
大
会
事
務
局　

　
　
　
　
①
あ
る
い
は
②
の
形
式
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
何
組
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　

① 

自
由
題
二
句 
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
二
句
一
組　

二
、二
〇
〇
円

　

② 

自
由
題
二
句
と
題
詠「
大
」一
句 
│
│
│
│
三
句
一
組　

三
、二
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　

 

＊
題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

投
句
料

◆
全
投
句
者
に
、
投
句
の
組
数
に
応
じ
て
お
渡
し
い
た
し
ま
す
（
投
句
一
組
に
つ
き
、
一
部
）。

●
投
句
者
で
会
場
参
加
さ
れ
る
方
⬇
入
場
券
と
引
き
か
え
に
、
当
日
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

●
投
句
者
で
会
場
参
加
さ
れ
な
い
方
⬇
大
会
終
了
後
に
郵
送
し
ま
す
。

●
ご
希
望
の
方
に
は
、
一
部
一
、五
〇
〇
円
で
頒
布
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
店
で
の
取
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
務
局
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

入
選
作
品
集

　

◆
左
頁
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

投
句
用
紙
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

　
　

ひ
と
り
何
組
で
も
、ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。　

　

賞

◆
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作

　

全
選
者
が
自
由
題
特
選
2
句
、題
詠
1
句
、秀
作
、佳
作
を
選
び
ま
す
。

　

選
者
特
選
1
席
に
選
ば
れ
た
作
品
（
自
由
題
・
題
詠
各
一
句
）
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
発
表

し
ま
す（
特
選
と
秀
作
の
方
に
は
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
）。

◆
大
会
大
賞

　

大
会
大
賞
作
品
は
、令
和
元
年
度
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
り
ま
す
。

※
大
会
大
賞
に
は
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
お
贈
り
し
ま
す
。

◆
予
選
選
者
に
よ
る
全
作
品
の
選
考
会
を
行
い
、
こ
れ
に
通
過
し
た
入
選
作
品
か
ら
選
者
が
特
選
、
秀
作
、

佳
作
を
選
び
ま
す
。

◆
特
選
に
選
ば
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
選
考
結
果
を
考
慮
し
、
事
務
局
で
大
会
大
賞
を
決
定
し
ま
す
。

◆
入
選
・
入
賞
作
品
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
入
選
以
上
が
内
定
し
た
作
品
の
み
、作
者
に
12
月
上
旬
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

選　

考

選
考
結
果
に
関
す
る
電
話
等
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
入
選
・
佳
作
・
秀
作
・
特
選
の
全
入
選
作
品
は
、
大
会
当
日
（
令
和
2
年
1
月
26
日
）
発
行
の

　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
入
選
作
品
集
」
で
発
表
し
ま
す
。

発　

表

　

　
　　
　
　
　

必
ず
「
大
」
の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
作
品
の
季
節
は
問
い
ま
せ

ん
。
題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

◆
投
句
後
の
作
品
の
訂
正
や
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。投
句
作
品
の
控
え
を
お
手
元
に
残
し

て
く
だ
さ
い
。

   

●
投
句
作
品
は
、未
発
表
・
自
作
で
、作
者
本
人
か
ら
の
投
句
に
限
り
ま
す
。

　

●
二
重
投
句（
同
一
作
品
及
び
酷
似
作
品
を
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
コ
ン
ク

ー
ル
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、結
社
誌
、同
人
誌
等
へ
投
句
）は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

　

●
同
一
作
品
、酷
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、入
選
・
入
賞
を
辞
退

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

投
句
締
切

令
和
元
年
9
月
30
日
（
月
）
消
印
有
効

海
外
在
住
者
の
応
募
に
つ
い
て
　
　
海
外
在
住
者
の
投
句
締
切
は
9
月
30
日 

（
月
）必
着

◆
海
外
在
住
の
方
の
応
募
は
一
人
一
組
ま
で
と
し
、自
由
題
・
題
詠
の
部
の
投
句
料
は
無
料
。

◆
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
海
外
投
句
作
品
の
入
選
結
果
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
作
品
集
は
別
途
お
申
込
み
く
だ
さ
い（
一
部
一
、五
〇
〇
円
）。

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

◆
対
象
は
幼
児
、小
・
中
学
生
で
す
。

◆
専
用
の
投
句
用
紙
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
の
投
句
締
切
は
９
月
13
日（
金
）消
印
有
効

作
品
集
に

掲
載
す
る

お
名
前

題
詠
「
大
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
 龍
太
賞
 専
用
投
句
用
紙

第
21回

★
投
句
締
切
　
令
和
元
年
9
月
3
0
日（
月
）
消
印
有
効

２
３

４
５

６
７

８
９

10
11

12
13

14
15

１

表題（タイトル）

※作品は楷書体ではっきりとお書きください。

受
付
番
号
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

▼
未
発
表
・
自
作
で
、
作
者
本
人
か
ら
の
投
句

に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▼
二
重
投
句
（
同
一
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
放
送
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
結
社
誌
・
同
人
誌
・
大
会
・

コ
ン
ク
ー
ル
・
機
関
誌
等
へ
投
句
）
し
て
い
ま

せ
ん
か
。

※
入
場
券
は
、投
句
組
数
に
か
か
わ
ら
ず
、投
句
者
一
名
に
つ
き
一
枚

　（
二
名
様
入
場
可
）の
発
行
と
な
りま
す
。

※
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は
「
参
加
し
な
い
」とさ
せ
て
い
た
だ
きま
す
。

（
フ
リガ
ナ
）　
　
　
　
　
　
　
　
  　
　
※
俳
号
を
使
うな
ど
本
名
と
違
う
場
合
の
み
ご
記
入
くだ
さ
い

（
フ
リガ
ナ
）

※

大
会
当
日

会
場
に

★
投
句
締
切
　
令
和
元
年
9
月
3
0
日（
月
）
消
印
有
効

※
印
欄
は
任
意
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

名
　
     前

作
品
集
に

掲
載
す
る
お
名
前

住
        所

（
 男
　・　

女
 ）

（
 　
　
　
 歳
 ）

日

電
 話
 番
 号

生
 年
 月
 日

フ
リガ
ナ

明
治
 ・ 大
正

昭
和
 ・ 平
成

年
月

ど
ち
ら
か
を
○
で
必
ず
囲
ん
で
くだ
さ
い
。

参
加
す
る
     参

加
し
な
い

〒

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

作
品
集
に
掲
載
す
る
お
名
前

所
属
結
社

俳
句
結
社
に
所
属
し
て
い
な
い
場
合
は
空
欄
に
し
て
く
だ
さ
い
。

大
会
当
日
会
場
に

ど
ち
ら
か
を
○
で
必
ず
囲
ん
で
くだ
さ
い
。

参
加
す
る
　
 参
加
し
な
い

※
入
場
券
は
投
句
者
１

名
に
つ
き
１
枚
（
２

名
様
入
場
可
）
の
発

行
と
な
り
ま
す
。

※
印
が
つ
い
て
い
な
い

場
合
は
「
参
加
し
な

い
」
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

フ
リガ
ナ

名
　
　
前

（
 男
　・　

女
 ）

（
 　
　
　
 歳
 ）

〒

日

電
話
番
号

住
　
　
所

生
年
月
日

明
治
 ・ 大
正
 ・ 昭
和
 ・ 平
成

年
月

都
 道

府
 県

の
 り
 し
 ろ

投句料を郵便払込された方

は振替払込受付証明書（お

客さま用）を貼ってください。

証明書がない場合は左記へ払

込日をご記入ください。

●
投
句
料

　
5
,0
0
0
円
（
応
募
は
一
人
一
組
）

投
句
料
の
お
支
払
い
方
法
に

○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
・
現
金
書
留
　
・
定
額
小
為
替
　
・
普
通
為
替

　
・
郵
便
払
込
 （
　
　
月
　
　
日
に
払
込
）

N
H
K
全
国
俳
句
大
会
投
句
用
紙

第
21回

―
自
由
題
・
題
詠
の
部
―

（
フ
リ
ガ
ナ
） を貼ってください。証明書がない場合は

下記へ払込日をご記入ください。

前回の入選作品集



送
っ
て
い
た
だ
く
も
の 

①
投
句
用
紙（
折
っ
て
も
可
）

②
投
句
料（
郵
便
払
込
の
場
合
は
振
替
払
込
受
付
証
明
書

ま
た
は
そ
の
写
し
を
下
の「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
る
）

お
問
い
合
わ
せ
先
・
投
句
先

〒
1
8
6

－

8
0
0
1

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
2

－

3
6

－

2

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
」事
務
局

☎
0
4
2

－

5
7
2

－

3
1
5
1
㈹

（
平
日
9
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時
30
分
）

▼
誤
字
・
脱
字
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▼
投
句
後
の
作
品
の
訂
正
や
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
作
品
の
控
え
を
お
手
元
に
残
し
て
く
だ
さ
い
。

ここから切り離し郵送

〒186-8001
東京都国立市富士見台2-36-2

ＮＨＫ全国俳句大会事務局　御中
　　　　　　　　　　　　　　　投句在中

ご
投
函
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご投句には、上の点線を切り、
宛先として貼ると便利です。

自
由
題
２

自
由
題
１

（
希
望
者
の
み
）

題　
「
大
」

「
大
」の
漢
字
を

必
ず
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※

題
詠
の
み
の
投
句
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

３句 3,200円
２句 2,200円

のりしろ
投句料を郵便払込された方は

振替払込受付証明書（お客さま用）

●
投
句
料

　

自
由
題
二
句
の
場
合　

二
、二
〇
〇
円

　

自
由
題
二
句
と
題
詠
一
句
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、二
〇
〇
円

●
投
句
料
の
お
支
払
い
方
法
に

　

○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

・
現
金
書
留

　

・
定
額
小
為
替　

・
普
通
為
替

　

・
郵
便
払
込
（　

  

月　

  

日
に
払
込
）

NHK学園ホームページ https://www.n-gaku.jp/life  ※ホームページからの投句はできません。

◆
入
場
は
無
料
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
入
場
券
が
必
要
で
す
。
入
場
券
一
枚
に
つ
き
、
二
名

様
ま
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
次
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●　

投
句
す
る
方

　
　

投
句
用
紙
の
「
参
加
す
る
」
欄
を
必
ず
○
印
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　

作
品
集
引
換
を
兼
ね
た
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
を
郵
送
し
ま
す
。
投
句
組
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
入
場
券

　
　

は
お
一
人
に
つ
き
一
枚
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　
　

※
○
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は
、「
参
加
し
な
い
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●　

投
句
し
な
い
方

　
　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、「
俳
句
大
会
の
観
覧
希
望
」
と
明
記
し
、
返
信
宛
名
欄
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
名

　

前
を
ご
記
入
の
上
、
左
記
の
「
N
H
K
全
国
俳
句
大
会
」
事
務
局
宛
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

大
会
入
場
申
込
方
法

申
込
は
、12
月
13
日（
金
）必
着
。入
場
券
は
、1
月
上
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

投
句
要
領

―

自
由
題
・
題
詠
の
部―

送
金
方
法

◆
郵
便
為
替（
定
額
小
為
替
、
普
通
為
替
を
郵
便
局
で
購
入
）、
現
金
書
留
、
郵
便
払
込
の

い
ず
れ
か
を
ご
利
用
く
だ
さ
い（
切
手
の
代
用
は
不
可
）。

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合 

※
払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
句
料
を
ご
記
入
の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。

振
替
払
込
受
付
証
明
書
を
投
句
用
紙
の「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付
け
て
、ご
応
募
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
座
番
号
：
０
０
１
９
０ 

－ 

５ 

－ 

３
３
６
８
６
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
入
者
名
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　
俳
句
大
会
事
務
局　

　
　
　
　
①
あ
る
い
は
②
の
形
式
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
何
組
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　

① 

自
由
題
二
句 
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
二
句
一
組　

二
、二
〇
〇
円

　

② 

自
由
題
二
句
と
題
詠「
大
」一
句 
│
│
│
│
三
句
一
組　

三
、二
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　

 

＊
題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

投
句
料

◆
全
投
句
者
に
、
投
句
の
組
数
に
応
じ
て
お
渡
し
い
た
し
ま
す
（
投
句
一
組
に
つ
き
、
一
部
）。

●
投
句
者
で
会
場
参
加
さ
れ
る
方
⬇
入
場
券
と
引
き
か
え
に
、
当
日
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

●
投
句
者
で
会
場
参
加
さ
れ
な
い
方
⬇
大
会
終
了
後
に
郵
送
し
ま
す
。

●
ご
希
望
の
方
に
は
、
一
部
一
、五
〇
〇
円
で
頒
布
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
店
で
の
取
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
務
局
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

入
選
作
品
集

　

◆
左
頁
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

投
句
用
紙
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

　
　

ひ
と
り
何
組
で
も
、ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。　

　

賞

◆
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作

　

全
選
者
が
自
由
題
特
選
2
句
、題
詠
1
句
、秀
作
、佳
作
を
選
び
ま
す
。

　

選
者
特
選
1
席
に
選
ば
れ
た
作
品
（
自
由
題
・
題
詠
各
一
句
）
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
発
表

し
ま
す（
特
選
と
秀
作
の
方
に
は
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
）。

◆
大
会
大
賞

　

大
会
大
賞
作
品
は
、令
和
元
年
度
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
り
ま
す
。

※
大
会
大
賞
に
は
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
お
贈
り
し
ま
す
。

◆
予
選
選
者
に
よ
る
全
作
品
の
選
考
会
を
行
い
、
こ
れ
に
通
過
し
た
入
選
作
品
か
ら
選
者
が
特
選
、
秀
作
、

佳
作
を
選
び
ま
す
。

◆
特
選
に
選
ば
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
選
考
結
果
を
考
慮
し
、
事
務
局
で
大
会
大
賞
を
決
定
し
ま
す
。

◆
入
選
・
入
賞
作
品
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
入
選
以
上
が
内
定
し
た
作
品
の
み
、作
者
に
12
月
上
旬
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

選　

考

選
考
結
果
に
関
す
る
電
話
等
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
入
選
・
佳
作
・
秀
作
・
特
選
の
全
入
選
作
品
は
、
大
会
当
日
（
令
和
2
年
1
月
26
日
）
発
行
の

　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
入
選
作
品
集
」
で
発
表
し
ま
す
。

発　

表

　

　
　　
　
　
　

必
ず
「
大
」
の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
作
品
の
季
節
は
問
い
ま
せ

ん
。
題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

◆
投
句
後
の
作
品
の
訂
正
や
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。投
句
作
品
の
控
え
を
お
手
元
に
残
し

て
く
だ
さ
い
。

   

●
投
句
作
品
は
、未
発
表
・
自
作
で
、作
者
本
人
か
ら
の
投
句
に
限
り
ま
す
。

　

●
二
重
投
句（
同
一
作
品
及
び
酷
似
作
品
を
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
コ
ン
ク

ー
ル
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、結
社
誌
、同
人
誌
等
へ
投
句
）は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

　

●
同
一
作
品
、酷
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、入
選
・
入
賞
を
辞
退

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

投
句
締
切

令
和
元
年
9
月
30
日
（
月
）
消
印
有
効

海
外
在
住
者
の
応
募
に
つ
い
て
　
　
海
外
在
住
者
の
投
句
締
切
は
9
月
30
日 

（
月
）必
着

◆
海
外
在
住
の
方
の
応
募
は
一
人
一
組
ま
で
と
し
、自
由
題
・
題
詠
の
部
の
投
句
料
は
無
料
。

◆
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
海
外
投
句
作
品
の
入
選
結
果
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
作
品
集
は
別
途
お
申
込
み
く
だ
さ
い（
一
部
一
、五
〇
〇
円
）。

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

◆
対
象
は
幼
児
、小
・
中
学
生
で
す
。

◆
専
用
の
投
句
用
紙
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
の
投
句
締
切
は
９
月
13
日（
金
）消
印
有
効

作
品
集
に

掲
載
す
る

お
名
前

題
詠
「
大
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
 龍
太
賞
 専
用
投
句
用
紙

第
21回

★
投
句
締
切
　
令
和
元
年
9
月
3
0
日（
月
）
消
印
有
効

２
３

４
５

６
７

８
９

10
11

12
13

14
15

１

表題（タイトル）

※作品は楷書体ではっきりとお書きください。

受
付
番
号
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

▼
未
発
表
・
自
作
で
、
作
者
本
人
か
ら
の
投
句

に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▼
二
重
投
句
（
同
一
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
放
送
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
結
社
誌
・
同
人
誌
・
大
会
・

コ
ン
ク
ー
ル
・
機
関
誌
等
へ
投
句
）
し
て
い
ま

せ
ん
か
。

※
入
場
券
は
、投
句
組
数
に
か
か
わ
ら
ず
、投
句
者
一
名
に
つ
き
一
枚

　（
二
名
様
入
場
可
）の
発
行
と
な
りま
す
。

※
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は
「
参
加
し
な
い
」とさ
せ
て
い
た
だ
きま
す
。

（
フ
リガ
ナ
）　
　
　
　
　
　
　
　
  　
　
※
俳
号
を
使
うな
ど
本
名
と
違
う
場
合
の
み
ご
記
入
くだ
さ
い

（
フ
リガ
ナ
）

※

大
会
当
日

会
場
に

★
投
句
締
切
　
令
和
元
年
9
月
3
0
日（
月
）
消
印
有
効

※
印
欄
は
任
意
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

名
　
     前

作
品
集
に

掲
載
す
る
お
名
前

住
        所

（
 男
　・　

女
 ）

（
 　
　
　
 歳
 ）

日

電
 話
 番
 号

生
 年
 月
 日

フ
リガ
ナ

明
治
 ・ 大
正

昭
和
 ・ 平
成

年
月

ど
ち
ら
か
を
○
で
必
ず
囲
ん
で
くだ
さ
い
。

参
加
す
る
     参

加
し
な
い

〒

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

作
品
集
に
掲
載
す
る
お
名
前

所
属
結
社

俳
句
結
社
に
所
属
し
て
い
な
い
場
合
は
空
欄
に
し
て
く
だ
さ
い
。

大
会
当
日
会
場
に

ど
ち
ら
か
を
○
で
必
ず
囲
ん
で
くだ
さ
い
。

参
加
す
る
　
 参
加
し
な
い

※
入
場
券
は
投
句
者
１

名
に
つ
き
１
枚
（
２

名
様
入
場
可
）
の
発

行
と
な
り
ま
す
。

※
印
が
つ
い
て
い
な
い

場
合
は
「
参
加
し
な

い
」
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

フ
リガ
ナ

名
　
　
前

（
 男
　・　

女
 ）

（
 　
　
　
 歳
 ）

〒

日

電
話
番
号

住
　
　
所

生
年
月
日

明
治
 ・ 大
正
 ・ 昭
和
 ・ 平
成

年
月

都
 道

府
 県

の
 り
 し
 ろ

投句料を郵便払込された方

は振替払込受付証明書（お

客さま用）を貼ってください。

証明書がない場合は左記へ払

込日をご記入ください。

●
投
句
料

　
5
,0
0
0
円
（
応
募
は
一
人
一
組
）

投
句
料
の
お
支
払
い
方
法
に

○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
・
現
金
書
留
　
・
定
額
小
為
替
　
・
普
通
為
替

　
・
郵
便
払
込
 （
　
　
月
　
　
日
に
払
込
）

N
H
K
全
国
俳
句
大
会
投
句
用
紙

第
21回

―
自
由
題
・
題
詠
の
部
―

（
フ
リ
ガ
ナ
） を貼ってください。証明書がない場合は

下記へ払込日をご記入ください。

前回の入選作品集



送
っ
て
い
た
だ
く
も
の 

①
投
句
用
紙（
折
っ
て
も
可
）

②
投
句
料（
郵
便
払
込
の
場
合
は
振
替
払
込
受
付
証
明
書

ま
た
は
そ
の
写
し
を
下
の「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
る
）

お
問
い
合
わ
せ
先
・
投
句
先

〒
1
8
6

－

8
0
0
1

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
2

－

3
6

－

2

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
」事
務
局

☎
0
4
2

－

5
7
2

－

3
1
5
1
㈹

（
平
日
9
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時
30
分
）

▼
誤
字
・
脱
字
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▼
投
句
後
の
作
品
の
訂
正
や
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
作
品
の
控
え
を
お
手
元
に
残
し
て
く
だ
さ
い
。

ここから切り離し郵送

〒186-8001
東京都国立市富士見台2-36-2

ＮＨＫ全国俳句大会事務局　御中
　　　　　　　　　　　　　　　投句在中

ご
投
函
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご投句には、上の点線を切り、
宛先として貼ると便利です。

自
由
題
２

自
由
題
１

（
希
望
者
の
み
）

題　
「
大
」

「
大
」の
漢
字
を

必
ず
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※

題
詠
の
み
の
投
句
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

３句 3,200円
２句 2,200円

のりしろ
投句料を郵便払込された方は

振替払込受付証明書（お客さま用）

●
投
句
料

　

自
由
題
二
句
の
場
合　

二
、二
〇
〇
円

　

自
由
題
二
句
と
題
詠
一
句
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、二
〇
〇
円

●
投
句
料
の
お
支
払
い
方
法
に

　

○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

・
現
金
書
留

　

・
定
額
小
為
替　

・
普
通
為
替

　

・
郵
便
払
込
（　

  

月　

  

日
に
払
込
）

NHK学園ホームページ https://www.n-gaku.jp/life  ※ホームページからの投句はできません。

◆
入
場
は
無
料
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
入
場
券
が
必
要
で
す
。
入
場
券
一
枚
に
つ
き
、
二
名

様
ま
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
次
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●　

投
句
す
る
方

　
　

投
句
用
紙
の
「
参
加
す
る
」
欄
を
必
ず
○
印
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　

作
品
集
引
換
を
兼
ね
た
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
を
郵
送
し
ま
す
。
投
句
組
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
入
場
券

　
　

は
お
一
人
に
つ
き
一
枚
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　
　

※
○
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は
、「
参
加
し
な
い
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●　

投
句
し
な
い
方

　
　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、「
俳
句
大
会
の
観
覧
希
望
」
と
明
記
し
、
返
信
宛
名
欄
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
名

　

前
を
ご
記
入
の
上
、
左
記
の
「
N
H
K
全
国
俳
句
大
会
」
事
務
局
宛
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

大
会
入
場
申
込
方
法

申
込
は
、12
月
13
日（
金
）必
着
。入
場
券
は
、1
月
上
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

投
句
要
領

―

自
由
題
・
題
詠
の
部―

送
金
方
法

◆
郵
便
為
替（
定
額
小
為
替
、
普
通
為
替
を
郵
便
局
で
購
入
）、
現
金
書
留
、
郵
便
払
込
の

い
ず
れ
か
を
ご
利
用
く
だ
さ
い（
切
手
の
代
用
は
不
可
）。

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合 

※
払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
句
料
を
ご
記
入
の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。

振
替
払
込
受
付
証
明
書
を
投
句
用
紙
の「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付
け
て
、ご
応
募
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
座
番
号
：
０
０
１
９
０ 

－ 

５ 

－ 

３
３
６
８
６
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
入
者
名
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　
俳
句
大
会
事
務
局　

　
　
　
　
①
あ
る
い
は
②
の
形
式
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
何
組
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　

① 

自
由
題
二
句 
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
二
句
一
組　

二
、二
〇
〇
円

　

② 

自
由
題
二
句
と
題
詠「
大
」一
句 
│
│
│
│
三
句
一
組　

三
、二
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　

 

＊
題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

投
句
料

◆
全
投
句
者
に
、
投
句
の
組
数
に
応
じ
て
お
渡
し
い
た
し
ま
す
（
投
句
一
組
に
つ
き
、
一
部
）。

●
投
句
者
で
会
場
参
加
さ
れ
る
方
⬇
入
場
券
と
引
き
か
え
に
、
当
日
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

●
投
句
者
で
会
場
参
加
さ
れ
な
い
方
⬇
大
会
終
了
後
に
郵
送
し
ま
す
。

●
ご
希
望
の
方
に
は
、
一
部
一
、五
〇
〇
円
で
頒
布
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
店
で
の
取
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
務
局
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

入
選
作
品
集

　

◆
左
頁
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

投
句
用
紙
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

　
　

ひ
と
り
何
組
で
も
、ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。　

　

賞

◆
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作

　

全
選
者
が
自
由
題
特
選
2
句
、題
詠
1
句
、秀
作
、佳
作
を
選
び
ま
す
。

　

選
者
特
選
1
席
に
選
ば
れ
た
作
品
（
自
由
題
・
題
詠
各
一
句
）
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
発
表

し
ま
す（
特
選
と
秀
作
の
方
に
は
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
）。

◆
大
会
大
賞

　

大
会
大
賞
作
品
は
、令
和
元
年
度
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
り
ま
す
。

※
大
会
大
賞
に
は
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
お
贈
り
し
ま
す
。

◆
予
選
選
者
に
よ
る
全
作
品
の
選
考
会
を
行
い
、
こ
れ
に
通
過
し
た
入
選
作
品
か
ら
選
者
が
特
選
、
秀
作
、

佳
作
を
選
び
ま
す
。

◆
特
選
に
選
ば
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
選
考
結
果
を
考
慮
し
、
事
務
局
で
大
会
大
賞
を
決
定
し
ま
す
。

◆
入
選
・
入
賞
作
品
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
入
選
以
上
が
内
定
し
た
作
品
の
み
、作
者
に
12
月
上
旬
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

選　

考

選
考
結
果
に
関
す
る
電
話
等
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
入
選
・
佳
作
・
秀
作
・
特
選
の
全
入
選
作
品
は
、
大
会
当
日
（
令
和
2
年
1
月
26
日
）
発
行
の

　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
入
選
作
品
集
」
で
発
表
し
ま
す
。

発　

表

　

　
　　
　
　
　

必
ず
「
大
」
の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
作
品
の
季
節
は
問
い
ま
せ

ん
。
題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

◆
投
句
後
の
作
品
の
訂
正
や
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。投
句
作
品
の
控
え
を
お
手
元
に
残
し

て
く
だ
さ
い
。

   

●
投
句
作
品
は
、未
発
表
・
自
作
で
、作
者
本
人
か
ら
の
投
句
に
限
り
ま
す
。

　

●
二
重
投
句（
同
一
作
品
及
び
酷
似
作
品
を
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
コ
ン
ク

ー
ル
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、結
社
誌
、同
人
誌
等
へ
投
句
）は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

　

●
同
一
作
品
、酷
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、入
選
・
入
賞
を
辞
退

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

投
句
締
切

令
和
元
年
9
月
30
日
（
月
）
消
印
有
効

海
外
在
住
者
の
応
募
に
つ
い
て
　
　
海
外
在
住
者
の
投
句
締
切
は
9
月
30
日 

（
月
）必
着

◆
海
外
在
住
の
方
の
応
募
は
一
人
一
組
ま
で
と
し
、自
由
題
・
題
詠
の
部
の
投
句
料
は
無
料
。

◆
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
海
外
投
句
作
品
の
入
選
結
果
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
作
品
集
は
別
途
お
申
込
み
く
だ
さ
い（
一
部
一
、五
〇
〇
円
）。

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

◆
対
象
は
幼
児
、小
・
中
学
生
で
す
。

◆
専
用
の
投
句
用
紙
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
の
投
句
締
切
は
９
月
13
日（
金
）消
印
有
効

作
品
集
に

掲
載
す
る

お
名
前

題
詠
「
大
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
 龍
太
賞
 専
用
投
句
用
紙

第
21回

★
投
句
締
切
　
令
和
元
年
9
月
3
0
日（
月
）
消
印
有
効

２
３

４
５

６
７

８
９

10
11

12
13

14
15

１

表題（タイトル）

※作品は楷書体ではっきりとお書きください。

受
付
番
号
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

▼
未
発
表
・
自
作
で
、
作
者
本
人
か
ら
の
投
句

に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▼
二
重
投
句
（
同
一
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
放
送
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
結
社
誌
・
同
人
誌
・
大
会
・

コ
ン
ク
ー
ル
・
機
関
誌
等
へ
投
句
）
し
て
い
ま

せ
ん
か
。

※
入
場
券
は
、投
句
組
数
に
か
か
わ
ら
ず
、投
句
者
一
名
に
つ
き
一
枚

　（
二
名
様
入
場
可
）の
発
行
と
な
りま
す
。

※
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は
「
参
加
し
な
い
」とさ
せ
て
い
た
だ
きま
す
。

（
フ
リガ
ナ
）　
　
　
　
　
　
　
　
  　
　
※
俳
号
を
使
うな
ど
本
名
と
違
う
場
合
の
み
ご
記
入
くだ
さ
い

（
フ
リガ
ナ
）

※

大
会
当
日

会
場
に

★
投
句
締
切
　
令
和
元
年
9
月
3
0
日（
月
）
消
印
有
効

※
印
欄
は
任
意
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

名
　
     前

作
品
集
に

掲
載
す
る
お
名
前

住
        所

（
 男
　・　

女
 ）

（
 　
　
　
 歳
 ）

日

電
 話
 番
 号

生
 年
 月
 日

フ
リガ
ナ

明
治
 ・ 大
正

昭
和
 ・ 平
成

年
月

ど
ち
ら
か
を
○
で
必
ず
囲
ん
で
くだ
さ
い
。

参
加
す
る
     参

加
し
な
い

〒

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

作
品
集
に
掲
載
す
る
お
名
前

所
属
結
社

俳
句
結
社
に
所
属
し
て
い
な
い
場
合
は
空
欄
に
し
て
く
だ
さ
い
。

大
会
当
日
会
場
に

ど
ち
ら
か
を
○
で
必
ず
囲
ん
で
くだ
さ
い
。

参
加
す
る
　
 参
加
し
な
い

※
入
場
券
は
投
句
者
１

名
に
つ
き
１
枚
（
２

名
様
入
場
可
）
の
発

行
と
な
り
ま
す
。

※
印
が
つ
い
て
い
な
い

場
合
は
「
参
加
し
な

い
」
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

フ
リガ
ナ

名
　
　
前

（
 男
　・　

女
 ）

（
 　
　
　
 歳
 ）

〒

日

電
話
番
号

住
　
　
所

生
年
月
日

明
治
 ・ 大
正
 ・ 昭
和
 ・ 平
成

年
月

都
 道

府
 県

の
 り
 し
 ろ

投句料を郵便払込された方

は振替払込受付証明書（お

客さま用）を貼ってください。

証明書がない場合は左記へ払

込日をご記入ください。

●
投
句
料

　
5
,0
0
0
円
（
応
募
は
一
人
一
組
）

投
句
料
の
お
支
払
い
方
法
に

○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
・
現
金
書
留
　
・
定
額
小
為
替
　
・
普
通
為
替

　
・
郵
便
払
込
 （
　
　
月
　
　
日
に
払
込
）

N
H
K
全
国
俳
句
大
会
投
句
用
紙

第
21回

―
自
由
題
・
題
詠
の
部
―

（
フ
リ
ガ
ナ
） を貼ってください。証明書がない場合は

下記へ払込日をご記入ください。

前回の入選作品集


